
 ”「市役所の仕事」通知表”（行政評価票）の見方

◇担当課等名は、令和元年度の組織機構により表示しています。

○Ａ票：事業評価票

　・基本情報

　・事業目的等：事業内容、事業対象、事業意図及び事業を構成する事務事業

　・コスト推移

　・成果推移

　・環境変化

　・評価：目標達成状況、過去５年間の振返り及び事務事業全体から見た課題

　　　※成果指標の目標に対する達成状況等

　・今後：今後の方向性及び中長期の目標

○Ｂ票：事務事業評価票

　・事務事業の目的

　・コスト推移

　・活動推移

　・事務事業を取り巻く環境変化

　・前年度からの改善状況

　・評価：妥当性、達成度、効率性、公平性及び協働可能性の５つの視点で評価

　　　※各視点について、４段階で評価（３ページ「事務事業評価　採点基準」参照）

　　　※協働の可能性について、活動エピソード及び改善ポイントあり

　・今後の方向性：拡充、改善・見直し、縮小、休・廃止の４つより選択

　　　※補足として、コメントあり

　　　※評価状況の集計は２ページを参照

○S票：施策評価票

　・基本情報

　・施策目的等：施策内容、施策対象及び施策意図

　・目標・成果推移等（取組ごと）：成果、費用及び市民参加

　・環境変化

　・活動状況

　・改善状況

　・評価：評価及び課題

　　　※施策に係る取組の目標に対する進捗状況等

　・今後：今後の方向性、改善点

　施策（S票）について、目標の達成状況、進捗管理、課題等を総合的に見て評
価し、今後の方向性を内部評価として示しました。

　事業（Ａ票）について、事務事業（Ｂ票）を総合的に見て評価し、今後の方向性
を内部評価として示しました。

　事務事業（Ｂ票）について、担当課が５つの視点で評価し、今後の方向性を内
部評価として示しました。



【行政評価票集計】 

○事業評価（A票）：１１４事業

○事務事業評価（B票）：２１９事務事業

○事務事業評価（B票）の評価状況（今後の方向性）

○施策評価（S票）：２０施策
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【事務事業評価（Ｂ票） 採点基準事務事業評価（Ｂ票） 採点基準事務事業評価（Ｂ票） 採点基準事務事業評価（Ｂ票） 採点基準】 

評価項目 ４点 ３点 ２点 １点 ４点 ３点 ２点 １点 ４点 ３点 ２点 １点 ４点 ３点 ２点 １点 
― ― ― ― 

（該当なし） （該当なし） （該当なし） （該当なし） 

妥当性 妥当性 妥当性 妥当性 

・上位施策の目的を達成す

るために不可欠な事務事業

である。 

・市が実施することが不可欠

な事務事業である。 

・廃止した場合の影響が極

めて大きい。 

・上位施策の目的を達成

するために必要な事務事

業である。 

・市が実施することが必

要な事務事業である。 

・廃止した場合の影響が

ある。 

・市が実施する必要性

は必ずしも高くない。 

・廃止した場合に影響

が少しある。 

・市が実施する必要性

は高くない。 

・廃止した場合に影響

がほとんどない。 

 

達成度 達成度 達成度 達成度 
目 標 を 十 分 に 達 成 し て い

る。(120%以上) 

目標を概ね達成してい

る。(90%～120%) 

目標に達していない。

(60%～90%) 

目標を大幅に達してい

ない。(60%未満) 
 

効率性 効率性 効率性 効率性 

・1 件あたりのコストや時間

からみて、効率的に事業を

実施している。さらに効率化

できる余地がほとんどない。 

・1 件あたりのコストや時

間からみて、概ね効率的

に事業を実施している。 

・1 件あたりのコストや

時間からみて、効率化

できる余地がある。 

・1 件あたりのコストや

時間からみて、効率化

できる余地が大いにあ

る。 

 

公平性 公平性 公平性 公平性 

・対象者、受益者が政策的

に適正である。 

・受益者負担がある場合、

他市町からみても妥当であ

る。又は受益者負担は該当

しない。 

・対象者、受益者が政策

的に概ね適正である。 

・受 益 者 負 担 が あ る場

合、他市町からみても概

ね妥当である。 

・対象者・受益者を見直

す余地がある。 

・受益者負担の内容を

検討していく余地があ

る。又は新たな受益者

負担を検討する余地が

ある。 

・対象者・受益者を見直

す余地が大いにある。 

・受益者負担の内容を

検討していく余地が大

いにある。又は新たな

受益者負担を検討する

余地が大いにある。 

・該当なし 

協働の 協働の 協働の 協働の 
可能性 可能性 可能性 可能性 

・協働、市民参加、市民参画

等をすでに実施している。さ

らに協働化できる可能性が

ほとんどない。 

・協働、市民参加、市民

参画等をすでに実施して

いる。さらに協働化できる

可能性がある。 

・協働、市民参加、市民

参画等をすでに実施し

ている。さらに協働化で

きる可能性が大いにあ

る。 

・協働、市民参加、市民

参画等を実施しておら

ず、今後、協働、市民参

加、市民参画等が可能

である。 

・該当なし 

 


